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株式会社東光舎　岩手工場

ࣾは、理美容ハサミを生産する専工場として、開発・
研究部を設け、ハサミの基ૅ研究͔Β新製品の開発、製
造·で一؏生産しており、ࠃ内はͪΖΜ世界に向け出ՙし
ている。ۙは医療、ペット用のハサミを開発し、製品化し
ている。

現代ヘアカットの基ૅ理論とͳͬているの͕、���� 代
にイギリスਓのヴィダル・サスーンによͬて開発されたブラ
ンカット法で͋る。ブランカット法は಄の֤部Ґ、それͧ
れのҐ置でのさをܾめて͋る、ల開ਤと呼れるਤ面
に基ͮき実にカットし、型をͭ る͘技法で͋る。

ブランカット法によりをカットするࡍ、いハサミでは、
刃元と刃先でのさに͕ࠩ出てし·͏。このため、さ͕
��5DN 程度の短いハサミを用い、刃先͔Β̍ʙ̏DN 程度
の部のみを使用し、開ดճを૿やしてカットする。い
ハサミを使͏場合は、刃元と刃先でのさに͕ࠩ出ͳいよ
͏にするため、刃先に凹ತの溝を付け、溝の部͕のໟ
をԡさえてݻ定することにより、のさに͕ࠩ出ͳいよ͏
にること͕できる。し͔し、ैདྷの溝付きのハサミは、溝
͕深ִ͕ؒ͘いため、を௫みա͗てし·い、使用者は、
をるࡍにॏ͘͡ײ、り৺地͕よ͘ ͳ͔ͬた。

いハサミの刃りશ体で一定のカット͕Մ能にͳれ、
溝付きハサミの使いに さ͘の改善にͭͳ͕り、カットの効率
͕ഒ向上すること͕期される。そこで、溝͕深͘ͳりա
͗ͳいよ͏に調整し、溝のִؒをڱ し͘たハサミの研究・開

1. 実施した経緯

2. 実施した内容

ैདྷの溝付きのハサミは、ੴを使用して刃の先端に凹
ತを入れていた。この刃先端の凹ತの溝の粗さを制御しͳ
͕Β加工する方法として、次の̏ͭの方法を検౼した。
̍ɽ刃付け（研ຏによる加工）のࡍ、ੴ等の研ຏ工具の

൪手（ཻの大きさを表す単Ґ。͕ࣈ大きい΄Ͳཻ度
は͔ࡉい）を調整し、目ඪとする刃先端の粗さに合கし
たੴ等をબ定する方法。

̎ɽ刃付けޙにスリッター（薄い板状のԁ൫型のੴを用い
て、金属等を断する装置）等を用いて刃先端に͔ࡉͳ
スリットを入れて粗さを制御する方法。

̏ɽレーβ加工機等の加工により、金属表面の粗さを制御
できる加工機を用いて刃先端部に凹ತ加工をࢪし、粗
さを制御する方法。
この中͔Β、̏ͭめのレーβ加工機を用いる方法をબ択し

た。レーβは、ミクロン単Ґで凹ತの溝の大きさを制御しͳ
͕Β、࿈ଓ的に加工できるՄ能性͕高い。用్は異ͳる͕、
աڈにレーβによりハサミにจࣈのࠁҹをした͕͋ݧܦり、
レーβは金属の表面に͔ࡉͳ加工をࢪすには有効ͳ方法で
はͳい͔とߟえていた。ຊ事業によりレーβ加工機を導入し、
ハサミの使い৺地を向上させるととに、レーβでҙの粗
さに加工することで、のれຯをコントロールできるハサ
ミの開発を目ࢦした。

Ռ
日本人の毛髪の直径に合わせて、ハ
サミの刃の表面の粗さを調整するこ
とができた。理美容師により試作品
の使い心地の試験を行い、意見を取
り入れ製品化を目指している。

Ңܦ
理美容用ハサミには刃元と刃先で
カットした髪の長さに差が出ないよ
うに、刃の先端に溝を付けた既存の
ハサミがある。この既存品の使いに
くさを改善した製品を作り出す。

༰ࢪ࣮
本事業によりレーザ加工機を導入。金
属の試験片に強弱を変えたレーザを照射
し、表面の粗さを試験後、ハサミの刃
にも同様に強弱を変えてレーザを照射。
溝付きハサミの試作品を製作した。
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3. 取り組みの成果

4. 今後の取り組み

ハサミ刃の表面と試ݧยとをൺֱし、؍したとこΖハサ
ミ刃の先端部はްみ͕ͳ͘、গͳい量で金属༹͕ける
ため粗さ͕大き͘ ͳること͕Θ͔ͬた。

·た、通常の研͗上͕り࣌における刃先端の粗さは、R[
（表面粗さ単Ґの一छ）で̍ʙ̎ЖN（マイクルメートル）
程度で͋るのに対して、レーβ照ࣹ加工ޙの R[ は̐ЖN
程度の粗さにͳͬた。

ຊਓのໟの径は平均 ��ЖN 程度で͋る。レーβ
照ࣹ加工ޙの̐ЖN 程度の粗さでは、のໟの動きにӨڹ

レーβ加工機により刃先端の粗さを調整した試作品ハサ
ミを理美容ࢣに使用していたͩき、実ࢪテストを܁りฦすこ
ととͳる。理美容ݸࢣਓにより、ハサミに対する֮ײは異ͳ
り、使用期ؒによͬて使い৺地͕มΘͬて る͘ため、複
ਓに̎ʙ̏カ݄ؒのテスト使用を܁りฦし、その݁Ռのҙݟ
を取れ入れ、ւ֎でテスト使用をੵみॏね࠶度の改善に
め、製品化を目ࢦすこととしている。

͕ࣾこれ·でւ֎に༌出してきた理美容ハサミは ���
ສஸをえている。平成 25 、イギリス、ドイツのల示ձ
における自ࣾ調査では、Ԥभの理美容ࢣの約 3�ˋ͕ࣾ
のハサミのϢーβーで͋ͬた。ブランカット法は、現在Ԥ
भではຊྲྀをめるカット技術で͋り、ޙࠓ、刃先端の粗さ
を調整したハサミは、Ԥभ向け༌出量の૿加͕期できる。

·た、ハサミを使用するとして、医療の֎Պ͕
ڐえΒれる。ࣾはਓؒ用・動物用の医療機器製造業のߟ
Մを受けており、ޙࠓ、医療用器具や医療用ロボットに取り
付けΒれるハサミ状の器具にల開していきたい。

レーβ加工機のબ定に͋たͬては、加工出力͕ेで͋
ること、ハサミの立体的ͳ形状に̏次元加工͕Մ能で͋るこ
と、加工機શ体をコンパクトͳのとするため、装置のྫྷ٫
に水を用いていͳいことを条件に機छのબ定をͬߦた。

導入したレーβ加工機を用いて、金属の試ݧยに加工出
力の強ऑをมえͳ͕Βレーβを照ࣹし、金属表面の粗さを
測定した。この測定をߟࢀにしͳ͕Β、ط成のハサミの刃
にレーβを照ࣹし、溝の粗さのテストをߦい、レーβ出力の
強さをมえることにより、刃の表面の粗さにม化をたせた
サンプルを作製した。

テストをͬߦたサンプルの刃の表面粗さは、試ݧยにレー
βを照ࣹしたのにൺ、粗さ͕大き͔ͬた。このこと͔Β、
ハサミの刃の表面と金属試ݧยの表面のҧいを୳るため、
レーβの照ࣹ試ݧを܁りฦしߦい、5� ஸのハサミに試みた。

を༩えͣ、実ࡍにこのハサミによりを断してみたとこΖ、
照ࣹ加工લと大きͳҧいはݟΒれͳ͔ͬたため、ໟ径
の �� ʙ 2�ˋの粗さで͋る̔ʙ ��ЖN を目ࢦし、加工条
件を調整しͳ͕Β࠶度照ࣹ試ݧをͬߦた݁Ռ、�5ЖN ·で
粗͘加工すること͕でき、試作品の製作にͭͳ͕ͬた。

レーザ加工機と設置台。加工時に発生するガスの拡散を防ぐため箱状になっている。

設置台にハサミを置いた状態。
上下、前後、左右の位置の調整が可能。

レーザ加工機で調整したハサミ（上）と、
従来のハサミ（下）。溝の細かさが異なる。

本プロジェクトで製造したサンプルのハサミ。
何度もテストを重ね、50丁近く作製した。

今回のプロジェクトは、工学博士でも
ある代表取締役社長の井上研司さんが
担当している。

理美容、医療用、ペット用ハサミの製造、販売
海外用理美容ハサミの製造、輸出

その他（理美容器具）

発にண手することとした。

�� ��




